
一
学
二
会
一

一
皇
至

曜

講
　
座

九
月
（
特
集
）
憲
法
擁
護
の
た
め
に

　
第
…
…
回
（
九
月
十
三
日
）

　
憲
法
擁
護
の
経
済
的
基
礎
　
　
阿
部
矢
二

十
月
（
特
集
）
現
代
名
薯
解
説
講
座
英
の
一

　
第
三
二
八
回
（
十
月
十
八
目
）

　
労
資
問
題
に
関
す
る
米
国
五
新
薯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
川
　
信

十
一
月
（
特
集
）
現
代
名
著
解
説
講
座
某
の
二

　
第
三
三
一
回
（
十
一
月
八
目
）

　
ジ
ャ
ソ
・
バ
ビ
イ
「
経
済
学
基
礎
原
理
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
牧
聖
徳

　
第
三
三
四
回
（
十
一
月
二
十
九
日
）

　
労
資
間
題
に
関
す
る
海
外
新
著
数
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
田
隆
夫

経
商

研
究
会

第
二
十
四
固
（
六
月
十
八
目
）

厚
生
経
済
学
に
お
げ
る
理
論
と
政
策
の
結
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
邦
臣

第
二
十
五
回
（
九
月
三
ヤ
日
）

〇
一
Ｈ
、
テ
イ
ラ
ー
の
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学

説
に
お
げ
る
『
帝
国
主
義
論
』
『
社
会
階
級

論
』
の
位
置
づ
げ
に
、
つ
い
て
浜
崎
正
規

学
　
　
　
会

玲
社
会
経
済
更
学
会
関
西
部
会
例
会
は
去
る
九

月
二
十
一
日
本
学
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
ぜ
ら

れ
た
。

関
西
各
大
学
よ
り
四
十
余
名
の
参
集
あ
り
各
々

研
究
発
表
に
終
始
討
議
を
か
は
し
盛
会
で
払
っ

た一
、
申
国
に
お
け
る
原
始
国
家
の
形
成

　
－
駿
代
社
会
の
構
造
－

　
京
大
人
文
科
学
研
究
所
　
　
天
野
元
之
助

一
、
近
代
日
本
に
於
け
る
労
働
市
場
の
形
成

　
阪
大
法
経
学
部
助
手
　
　
　
井
上
洋
一
郎

☆
目
本
学
生
経
営
学
会
西
部
部
会
例
会

　
去
る
六
月
七
日
日
本
経
営
学
会
関
西
部
会
は

本
学
に
ー
お
い
て
例
会
が
も
た
れ
た
こ
と
は
既
に

御
知
ら
せ
し
た
の
で
あ
る
が
、
九
月
二
十
一
日

よ
り
二
十
二
日
に
か
け
て
学
生
経
営
学
会
西
部

部
会
例
会
（
第
七
回
）
が
経
常
研
究
会
学
生
諾

子
の
旺
盛
な
学
問
的
研
究
心
の
も
と
に
開
催
せ

ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
経
済
学
会
と
し
て
衷
心

三
八
（
五
三
四
）

よ
り
御
喜
び
す
る
。

　
学
生
の
学
術
研
究
団
体
と
し
て
の
一
環
を
な

す
立
命
館
大
学
経
営
研
究
会
は
中
心
課
題
を

「
内
部
続
制
の
意
義
」
に
も
と
め
会
員
の
目
夜

の
研
究
に
努
力
を
傾
げ
て
き
た
そ
の
成
果
を
九

州
、
四
国
京
阪
神
の
各
大
学
の
学
生
諸
君
と
熱

心
に
討
議
す
る
機
を
え
た
こ
と
は
さ
ぞ
か
し
、

今
後
の
研
究
を
刺
戟
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。

例
　
　
　
会

九
月
二
十
一
日
報
告

　
一
、
経
営
管
理
面
よ
り
み
た
る
評
価
基
準
の

　
　
推
移
　
　
　
　
大
分
大
学
　
小
野
　
昇

　
　
、
中
小
企
業
に
お
け
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
福
岡
商
大
　
原
野
勝
美

　
一
、
投
資
信
託
の
盛
況
の
示
喫
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
西
南
学
院
大
学
福
園
一
成

討
　
論
会

　
「
内
部
統
制
の
意
義
」
司
会
立
命
大
経
営
研

　
　
究
会

産
談
会
（
朝
日
会
館
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
！
．
、
）

九
月
二
十
二
日

　
工
場
経
営
実
態
調
査
、
島
津
製
作
所
三
条
工

　
場


